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東氏は、スマートフォンのアプリを作り、それを使って、首都圏の揺れを高密度

に多数の点で観測するプロジェクトについて説明し「今年度終了時には常時180台、
2021年には 700台のスマホが首都圏で地震計として稼働することを目指している」
と目標を語りました。 

サブプロ（b）では「たてもの地震健康チェック」というサイトから現在モニタ
ーを募集しており、6月末現在で申し込み件数は 46戸。その後も順調に申込数は増
えているということです。一方で、スマホ端末の地震計を宅配便で送った数を母数
とし、それが実際に稼働している数を分子とすると、「稼働率は半分を切ってしま
っている」と課題を挙げました。理由としては「稼働していないスマホの半分は、
箱から出して設置してWi-Fiにつなぐということを一度もしていないというケース
で、もう半分は、OS のアップデートに伴ってアプリ自体が中断してしまうという
ソフトウェアの技術的な課題であると考えている」とのことです。改善に向け東氏
は、引き続きモニターの数を増やし、次年度以降に周辺の技術開発をしていく考え
を示しました。 

東氏はまた、地震の揺れのデータが取れるのか確認するための加振実験について
も言及し、スマートフォンを建物に実際に貼っているようなやり方でその地震のデ
ータを記録する方法を研究しているとしました。 



 

「スマホの画面で地震の波を見ると、揺れの波は毎回違うことがわかる。データ
がクラウドに上がるので、別の端末からそのデータも見られる」（東氏）。 

最後に東氏は「ぜひ、『スマホ たてもの地震健康チェック』と検索のうえ、設
置展開にご協力をいただきたい」と呼びかけました。 
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